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昆虫、鳥、魚といった生物は、飛行または遊泳という移動形態が持つ優れた利点を生か
すことで、地球全体に生息域を広げ、繁栄してきました [1]。これらの飛行または遊泳する生
物は、多様で複雑な環境に適応していく中で、翼や鰭を用いた頑健で機動的な移動手段を
実現してきました。例えば、ハチやハエは100Hz程度以上の高い周波数で翼を複雑に羽ばた
かせることで大きな揚力を生み出し、1cm程度以下の小さな体で、風が吹く中でも飛行し、
安定な停空飛行や鋭い方向転換などが可能です。
生物の飛行と遊泳は、自然淘汰による永い時の試練によって、絶え間なく洗練されてき
ました [2]。ゆえに、その形態、機能、そして戦略を、その背後にあるメカニズムの理解に基
づき、模倣することによって、自然解の代替としての持続可能な工学解を得ること（バイオ
ミメティクス）が期待されています [3]。生物の飛行と遊泳は、感覚、脳神経、筋骨格、そし
て翼などの運動と周囲の流れといった性質の大きく異なる階層が相互に結合して実現する
ので [4]、各階層に固有のメカニズムとともに、それらが複合あるいは連成するメカニズムが重要であると考えられま
す。したがって、そのバイオミメティクスにおいて、分野横断的な計算の方法論が用いられることは自然な流れと
言えます。
これらを一般化し工学の視点から整理して、バイオミメティクスの問題、すなわち、自然のシステムに由来する
メカニズムを理解し、模倣することによって、物理モデル、工学システム、および、技術的デザインを生み出すこ
とに対する計算方法とその求解を、ここでは計算バイオミメティクスと呼びたいと思います。その特徴として、ア
ナリシスとともにシンセシスが重要であり、また、それらが同時並行的であること、そして、マルチフィジクス、
マルチスケール、連成現象が本質的であることが挙げられます。また、模倣の計算が課題として挙げられます。
本特集では、このトピックに関して活発に研究されている先生方から各自のご研究を紹介して頂きました。本特
集の元となったのは、東京大学の吉村忍先生、千葉大学の劉浩先生とともに、国際会議でのミニシンポジウム [5, 6]と
学術誌での特集 [7]を企画したことです。これらの企画では、多くの皆様にご参加頂き、活発な討論をさせて頂きま
した。さらに本特集によって、このトピックに参加される方が1人でも増えれば幸いです。最後になり、まことに恐
縮ですが、これらの企画をご一緒させて頂いた吉村忍先生、劉浩先生、そして本特集の記事を執筆して頂いた先生
方に心より感謝申し上げます。
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